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高強度繊維不織布を用いた
防護材料の開発

複合素材開発セクター 榎本一郎

１．ニードルパンチによるアラミド繊維不織布の製造
２．目標は厚さ2.0 mm、目付200 g/m2以上

３．防災頭巾として防炎性能、衝撃吸収性能に優れる

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案

●一般型ニードルパンチ機でも高強度繊
維の不織布化が可能

●厚さ1 mm～4 mm程度、目付100 g/m2～
400 g/m2程度のアラミド繊維不織布

●難燃剤を使用しない防災頭巾

① 高強度繊維の不織布化に対応可能
② アラミド繊維不織布の活用
③ アラミド繊維防災頭巾の普及
④ 防護用品としての利用

衣料用繊維以外にアラミド繊維等高強度繊維の不織布化への需要が増加しています。しかしニー
ドルパンチ機による不織布化では、針折れが激しく十分な目付の不織布を製造することは困難でし
た。そこで、製造条件を詳細に検討してアラミド繊維の特性を生かした材料開発を目的としました。

表 試作不織布の切創力試験結果

共同研究者 長尾梨紗（開発企画室）

 

 試　　　料 切創力/N

市販品(200g/m

＊両面NP、＊＊厚さ4mm（他は2mm）

）針の選定：一般的な32番手のレギュラータイプから同じ
く32番手の8バーブ（1稜8バーブ）に変えることでアラミド
繊維の不織布化が可能となりました。

）不織布の特性評価：試作したアラミド繊維不織布の切創
力を の試験により調べました。市販品と

同等以上の切創力がありました（表 ）。特に両面からニー
ドルパンチ機で処理すると切創力が更に高くなりました。

）防災頭巾の作製：アラミド繊維の特徴である難燃性を生
かして、中綿にアラミド繊維不織布を使うことで防炎性能
や衝撃吸収性能に優れた防災頭巾を作製することができ
ました（図 ）。

図 アラミド繊維不織布の防災頭巾

酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化

環境技術グループ 濱野智子

１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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関連した知財

共同研究者 飯田孝彦、小沼ルミ（環境技術グループ）、瓦田研介（ロボット事業推進部）

：リグニン ：セルロース ：ヘミセルロース

化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い

特許出願中

図 酵素分解イオン液体法の概要


